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二
二
紙
幅
の
都
合
で
今
回
は
こ
れ
に
て
と
ど
め
、
，
続
稿
を
期
す
。
（
附
記
）
私
は
か
っ
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
維
新
史
料
部
の
、
『
井
伊
家
史
料
』
編
纂
や
、
幕
末
維
新
期
の
史
料
調
査
な
ど
の
業
務
　
　
　
　
に
携
り
、
そ
こ
か
ら
水
戸
藩
、
宇
和
島
藩
等
の
政
治
史
や
、
関
係
史
料
へ
の
関
心
を
深
め
つ
つ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
　
　
　
　
に
、
本
稿
並
び
に
今
後
予
定
し
て
い
る
続
稿
の
す
べ
て
は
、
同
所
な
ら
び
に
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
、
水
戸
彰
考
館
、
茨
城
　
　
　
県
歴
史
館
等
関
係
諸
機
関
の
多
く
の
方
が
た
の
ご
指
導
と
ご
援
助
に
ょ
る
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
　
　
　
　
あ
る
。
　
　
　
　
　
な
お
、
こ
れ
は
「
，
昭
和
五
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
一
般
研
究
D
、
水
戸
藩
史
料
に
よ
る
幕
末
政
治
史
の
研
究
」
の
成
果
　
　
　
　
の
一
部
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
六
・
九
・
十
六
）


